
 

安全対策（一般犯罪、テロ、詐欺等） 

（１）人混みではスリや置き引きなどの一般犯罪被害のほか、ヘイトクライムや暴力被害、さらにはテロ

など不測の事態が発生する危険性が高まりますので、最新情報の入手に努め、外出の際は周囲の状況に十

分注意を払ってください。 

（２）最近、電話やショートメッセージによる詐欺事案が再び増加しています。万が一不審な電話を受け

た場合には、一旦電話を切って家族や知人または警察に相談するなど、慎重な対応を心がけてください。 

（３）飲酒運転や不法就労等の法令違反は、逮捕・罰金のみならず、査証・滞在資格が取り消され、国外

退去となり、その後再入国禁止となる可能性があります。米国滞在中は、米国の法令を遵守してください。 

 

パスポート 

  お手元のパスポートの有効期限を確認の上、更新が必要な方は早めに当総領事館にご相談ください。 

●パスポート（旅券）の申請について  

 https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00472.html  

 

当総領事館の年末年始の休館日 

当総領事館の年内の最終開館日は１２月２６日（金）となっております。１２月２７日（土）から１月

４日（日）の間は休館となりますので、必要な領事関係手続は早めに済ませておくようお願いいたします。 

●休館日（在ニューヨーク日本国総領事館） 

 https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/holiday-schedule.html  



 

 繁華街やイベント会場などの人が多く行きかう場所では、スリなどの窃盗事件が多発します。また、長期

間自宅を不在にした際の空き巣被害にも注意が必要です。 

 

被 害 例 

・レストランで友人と食事をしていた際、椅子の背もたれに掛けていたバッグが無くなっていた。 

・タイムズスクエアを観光中、ズボンの後ろポケットに入れていた財布が無くなっていた。 

・歩行中、突然横から男にぶつかられ、眼鏡を落として壊されたと言いがかりをつけられ２００ドルを請求

された。数ヶ月後、歩行中に同一人物からぶつかられ、前回同様にお金を請求されたが、I know You と言っ

たところ、男はその場を去って行った。 

・混雑している地下鉄内で、急に女に話しかけられ、会話が終わった後に鞄を確認したところ、貴重品が無

くなっていた。（女が話しかけて気を逸らしているうちに仲間がスリを実行する手口） 

対   策 

・人混みでは荷物は前に抱えて肌身離さず持つ。やむを得ず手元から離す場合は、必ず自分の目が届く場所

に置き、常に注意を払う。 

・多額の現金・貴重品を持ち歩かない（やむを得ない場合は、現金は分散して持つ）。 

・財布やスマートフォンなどはむやみに人前で取り出さない。 

・見知らぬ人物に急に話しかけられた場合は、相手にせず、荷物に手を添えて警戒する。 

・家を留守にする場合は、ドアや窓の施錠を徹底し、要すれば信頼できる近隣住民や管理人に一声かける。 

・「ながら歩き」をしない（スマートフォンを見ながら、イヤホンで音楽を聴きながら歩かない）。 

・不審者からの接触や金銭請求には応じず、毅然とした態度でその場を離れる。 



 

詐欺グループは、役割分担をして、様々な手口で被害者を騙し、個人情報や金銭を奪い取ろうとしていま

す。「自分は騙されないから大丈夫」などと楽観視せず、日頃から十分警戒してください。 

 

被 害 例 

・荷物の再配達、ヘッドハンティング、罰金の支払いなど、身に覚えのないショートメッセージ（SMS）が携

帯電話に届き、メッセージ中のリンクから振り込み手続きを行ったところ、大金が引き落とされた。 

・大使館・総領事館の職員、銀行職員や警察官を名乗る者から電話があり、犯罪に関与しているとして、ビ

デオ通話で身分証や顔写真の提示を求められた後、行動報告や送金を要求された。 

・フリーマーケット（売ります・買います）でコンタクトしてきた相手から、個人のメールアドレスで直接

連絡を取り合おうと言われ、売買は成立したが、売約金額以上の額面で小切手を送付してきて、差額を返す

ように言われた。結局その小切手は偽造だったことが後から判明。 

・ロンドンの James Katsuya Nakano 氏から手紙が届き、死亡した日本人の相続人が見つからないので、あ

なたを最近親者として遺産の 38％を譲渡するので、書類作成代や手数料を振り込むよう言われた。 

対   策 

・見知らぬショートメッセージ（SMS）やダイレクトメールに記載されたリンクを絶対にクリックしない。 

・金銭の送金や行動報告を強要された場合は直ちに拒否し、通話を終了する。 

・絶対に他人に話さないよう言われても、電話を切った後にすぐに友人・知人や総領事館、警察に相談する。 

・公的機関や銀行職員を名乗る電話でも、個人情報の開示、顔写真や身分証の提示には応じない。 

・被害に遭った場合は、速やかに警察や総領事館に相談・通報する。 

 



 

ヘイトクライムやヘイトクライムとは直接関係のない突発的な暴行事案が依然として発生しています。

加害者や暴行事案の種類は様々であり、予測することは困難です。いつ被害に遭ってもおかしくない状況

であるため、常に身の安全を第一に考え、十分に注意して行動してください。 

 

被 害 例 

・地下鉄でホームから階段を上がっていたところ、上から降りてきた面識のない男にすれ違いざまに突然頭

を殴られた。 

・地下鉄で足を投げ出して優先席に座っていた男の前に立ったところ、突然足で蹴られた。 

・地下鉄で中年の男にアジア人差別とも受け取れる暴言を吐き続けられ、最終的にナイフを使って殺すなど

と連呼された。 

・歩行中、薬物使用者と思われる様子の男が正面から歩いてきたため、避けようとしたが、すれ違いざまに

手に持っていたコーヒーをはたき落とされ、暴言を吐かれた。 

対   策 

・人目を引く華美な服装・装飾品を身につけず、なるべく周囲の環境に溶け込む。 

・「ながら歩き」をしない（スマートフォンを見ながら、イヤホンで音楽を聴きながら歩かない）。 

・常に周囲を警戒し、不審者や道端でたむろして騒いでいるグループには近づかない。 

・トラブルが起きそうな予兆があった場合には直ぐにその場から離れる。 

・トラブルに巻き込まれた場合は周囲に助けを求める。 

 

 



 

 近年、世界各地で「ソフトターゲット（＊）」を標的としたテロが頻発しています。テロは予兆なくどこで

も起こり得ることを認識し、日頃から有事の際の行動を再確認しておくことが重要です。 

 

（＊）：駅や商業施設、イベント会場など警備が手薄で一般市民が集まる場所 

 

近年ＮＹで発生したテロ事案 

・ニューヨーク市チェルシー地区における爆発テロ（2016 年） 

・ニューヨーク市マンハッタン区における車両突入テロ（2017 年） 

・ニューヨーク市タイムズスクエアにおける警察官襲撃事件（2022 年） 

・ニューヨーク市マンハッタン区ミッドタウンにおける銃乱射事件（2025 年） 

対   策 

・出先の最新情報を事前に収集する。 

・常に周囲の状況に注意を払い、不審な人物（不自然な厚着）や状況（所持人不明の大きな荷物）を察知し

たら速やかにその場を離れる。 

・人混みや建物の中に入ったら、非常口を確認するとともに、いざという時の退避ルートや隠れられる場所

を確認しておく。 

・銃声や爆発音がしたら、その場に伏せたり、物陰に隠れ、状況を見極めて現場から離れる。 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

【参考】 

●安全の手引き（在ニューヨーク日本国総領事館） 

 https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100882028.pdf   

●詐欺の種類、概要及び対策について（在ニューヨーク日本国総領事館） 

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_110824.html  

●盗難等の犯罪被害に遭った場合（在ニューヨーク日本国総領事館） 

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/hanzai.html  

●再度の注意喚起：米国法令の遵守について（在ニューヨーク日本国総領事館） 

 https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_092625.html  

●日本語の通じる弁護士リスト（在ニューヨーク日本国総領事館） 

 https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100911057.pdf  

●各州の治安機関等ウェブサイト一覧 

 https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100882027.pdf  

●ニューヨーク市警察（NYPD） 

 https://www.nyc.gov/site/nypd/index.page  

 https://x.com/NYPDNews （X（旧 Twitter）） 

●Crime Prevention and Safety Tips（ニューヨーク市警察） 

https://www.nyc.gov/site/nypd/services/law-enforcement/crime-prevention-and-safety-tips.page  

●Holiday Safety Tips（ニューヨーク市警察） 

https://www.nyc.gov/assets/nypd/downloads/pdf/crime_prevention/4625-11-20-20-holiday-flyer.pdf  

●ニューヨーク市犯罪マップ（犯罪が多く発生しているエリアや傾向が分かるマップ） 

https://maps.nyc.gov/crime/  

●CITIZEN（位置情報を利用した安全情報確認アプリ。無料版あり） 

 https://citizen.com/ 

 

 


